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2014 NOVEMBER

平成26年11月  No.586
毎月1回1日発行

今月の表紙 

B－1グランプリ in 郡山 ～東北・福島応援特別大会～（10月18・19日　郡山市開成山公園ほか）

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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町長インタビュー
住民意向調査結果
みんなでともに乗り越えよう
平成25年度決算・職員給与公表
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調査の
概要

■実施主体　復興庁・福島県・浪江町
■調査対象　世帯の代表者  9,749世帯
■調査時期　平成26年8月8日～22日
■調査方法　郵送配布・郵送回収
■回 収 数　5,796世帯
■回 収 率　59.5％（前回：63.5％）

回答者年代（5,796世帯中）

～29歳 2.1%無回答 2.3%

30～39歳 8.1%

40～49歳
 11.4%

仮設住宅
23.8% 地震では大きな

被害は無かった
が避難中に解体
せざるを得ない
劣化等がみられ
る 　24.6%

地震では大きな
被害は無かった
が避難中に解体
せざるを得ない
劣化等がみられ
る 　24.6%

地震により解体せ
ざるを得ない被害・
劣化等がみられる 
　　　　11.1%

修理すれば
住める状況
　37.8%

津波により家が
流出している
　　9.2%

特に損傷
はない 　
 11.8%

公営住宅
（有償）
0.7%

その他
6.7%

民間賃貸
（有償）
8.9%

持ち家 
16.2%

借上住宅
42.7%

いわき市
 11.6%

福島市
18.5%

二本松市
13.1%

郡山市
7.1%

県外
25.5%

県内その他
7.1%

50～59歳
 19.4%

60～69歳
 26.2%

70歳～
 30.6%

1 避難先自治体（5,796世帯中）2

現在の居住形態（5,796世帯中）3 現在の住宅の状況（町内）
（震災発生当時 持ち家4,507世帯中）4

相馬市 2.2%無回答 1.0%
南相馬市 6.9%

本宮市 4.4%

桑折町
2.4%

無回答 1.1%
無回答 1.3%

わからない 4.3%

速報版

平成26年８月に実施しました住民意向調査にご
協力いただき、ありがとうございました。
平成26年10月17日に復興大臣から公表された
集計結果【速報版】を一部抜粋してお知らせします。
　なお、集計結果【速報版】の全データは町ホーム
ページからご覧いただけます。
※最終報告については、平成26年度内に復興庁から
　公表される予定です。公表され次第お示しします。

　復興推進課　　0243（62）4731

住民意向調査
集計結果
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地震では大きな
被害は無かった
が避難中に解体
せざるを得ない
劣化等がみられ
る 　24.6%
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0 10 20 30 40 50％

速報版住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果

判断できない理由
（⑤「判断できない」 1,477世帯中）

入居を希望しない方の住居希望
（⑤「判断できない」「希望しない」 4,163世帯中）8

すぐに・いずれ
戻りたい
17.6%

戻らない
48.4%

判断つかない
24.6%

無回答
9.5%

帰還意向について

帰還の意向（5,796世帯中） 帰還の意向（年代別）10

3.4%

29.4% 65.5% 1.7%

7.2% 26.7% 64.4% 1.7%

15.0% 29.7% 53.3% 2.0%

17.0% 26.9% 51.5% 4.6%

19.4%

48.9％

36.9％

36.2％

29.7％

24.3％

20.3％

19.9％

17.9％

9.9％

7.1％

23.4% 48.0% 9.2%

21.3% 21.0% 39.9% 17.8%

～29歳

30～　
　39歳

40～　
　49歳

50～　
　59歳

60～　
　69歳

70歳
以上

すぐに・いずれ戻りたい

判断つかない 戻らない 無回答

自身の生活の見通しが
　　　　　  立っていないから

集合住宅ではなく戸建て住居
に入居したいから

希望の場所に復興公営住宅が
  整備されるか分からないから

近所にどういう人が住むか
分からないから

持ち家の購入を検討
しているから

高齢者が多くなり負担が
増えると思われるから

賠償の状況が分からないから

家賃を支払うことになるから

その他

無回答

（複数回答）

持ち家
51.0%

その他
7.1%

民間
賃貸
住宅
8.1%

9

無回答 6.2%

公営住宅 1.7%

直接 浪江町内に戻りたい 4.9%

判断できない
20.9%

������������������

0 100 200 300 400

0 20 40 60 80 100％

0 10 20 30 35％

入居を希望する自治体
（⑤「当選・入居決定」「申込み中」「申込みをしたい」
1,438世帯中）

入居する場合に利用するサービス
（⑤「当選・入居決定」「申込み中」「申込みをしたい」
「判断できない」 2,915世帯中）6 7

申込みを
したい
22.5%

希望しない
46.3%

判断できない
25.5%

無回答 3.4%
申込み中 1.3%

当選・入居決定 1.0%

住民意向調査集計結果

復興公営住宅について

復興公営住宅入居希望状況（5,796世帯中） 復興公営住宅入居希望状況（年代別）5

14.3% 26.9% 58.0% 0.8%

13.9% 24.9% 58.4% 1.5%

0.0% 0.0%

0.6% 0.6%

15.9% 32.3% 48.4% 2.1%

0.8% 0.5%

20.5% 26.4% 50.2% 1.3%

1.1% 0.5%

24.7%

377
34.8％

34.4％

26.6％

25.8％

25.7％

21.7％

18.3％

12.9％

18.3％

11.1％

6.4％

5.0％

285

240

177

102

83

41

60

11

24.5% 45.4% 2.8%

0.9% 1.6%

27.3% 23.2% 40.2% 6.1%

1.3% 1.9%

～29歳

30～　
　39歳

40～　
　49歳

50～　
　59歳

60～　
　69歳

70歳
以上

申込み中

当選・入居決定

申込みをしたい

判断できない 希望しない 無回答

南相馬市
健康相談員の設置

避難住民同士の交流会等

デイサービスなどの介護支援

地元住民との交流会等

菜園や園芸などによる交流

その他

特になし

無回答

食事の提供（有償）

子どもの学習支援

買い物支援

高齢者向けの見回り（巡回等）

※住居分離を希望する2世帯目を併せて集計したもの。

（複数回答）

合計 1,376

いわき市

二本松市

福島市

郡山市

本宮市

桑折町

その他

会津若松市
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住民意向調査集計結果

������������������

0 20 40 60 80％

判断する上で必要な情報 （⑩「現時点でまだ判断がつかない」 1,423世帯中）11

速報版住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果

71.0％

59.9％

55.2％

52.4％

42.4％

42.4％

38.6％

37.8％

37.7％

33.9％

6.4％

5.9％

3.6％

2.1％

道路、鉄道、学校、病院などの
社会基盤（インフラ）復旧時期の目途

原子力発電所の安全性に関する情報
　　　　　　　　　  （事故収束や廃炉の状況）

どの程度の住民が戻るのかの状況

避難解除となる時期の目安に関する情報

放射線の人体への影響に関する情報

住宅確保への支援に関する情報

働く場の確保の目途

受領する賠償額の確定

中間貯蔵施設の情報

その他

現時点で家族の意見が分かれており
　　　　　　　 帰還意向について回答できない

現時点ではどのような情報があれば
　　　　　　　　　　 判断できるかわからない

無回答

放射線量の低下の目途・除染成果の状況

（複数回答）

新たに一戸建て
持ち家を建てたい

27.2%その他
5.3%

民間賃貸
住宅
8.7%

判断できない
16.4%

町が整備する
公営住宅
37.6%

分譲集合
住宅購入
0.9%

12 13
帰還した場合に希望する住居
（⑩「すぐに・いずれ戻りたい」の内「震災前に住んでいた
行政区とは別の場所に戻ってもよい」 585世帯中）

帰還しない方の住居希望
（⑩「判断がつかない」「戻らない」 5,037世帯中）

無回答 3.9%

持ち家
53.3%

その他
3.4%

民間賃貸住宅
6.7%

判断できない
8.9%

現在の住まい
2.4%

公営住宅
10.3%

無回答
14.9%
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みんなでともに
乗り越えよう
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平成25年度

決算
　 総務課財政管財係　　0243（62）0123（代表）

歳出 
町税

その他

総務費

衛生費

消防費

教育費

商工費

災害復旧費

地方交付税

県支出金

国庫支出金

町債

地方譲与税等
3億4,425万円
前年度比　1.9%減

8,174万4千円
前年度比　27.1%増

1億1,652万9千円
前年度比　1.9%増

2億5,626万9千円
前年度比　8.6%増

4億4,473万8千円
前年度比　12.9%増

6億8,187万2千円
前年度比　1.9%増

38億9,564万9千円
前年度比　15.5%増

52億6,256万円
前年度比　14.5%増

17億8,664万2千円
前年度比　50.8%増

52億2,191万5千円
前年度比　441.7%増

3億9,147万円
前年度比　4.9%増

民生費

公債費

土木費

農林水産費

議会費

労働費

自主財源

依存財源

町税内訳
町　民　税
固定資産税
軽 自 動 車
そ　の　他

2億6,231万6千円
4,899万3千円
3,154万1千円
3,967万2千円

5億4,053万8千円
1億3,030万4千円
8億595万4千円
1,421万4千円
172万3千円
3,237万7千円

その他の内訳
繰　入　金
諸　収　入
繰　越　金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄附金

27.9％27.9％

53.3％53.3％

4.9％4.9％

3.1％3.1％
3.2％3.2％
2.9％2.9％1.8％1.8％0.9％0.9％

0.6％0.6％
0.8％0.8％

0.2％0.2％
0.5％0.5％

2.6％2.6％

2.2％2.2％

35.3％35.3％

12.0％12.0％

35.0％35.0％

2.6％2.6％

10.3％10.3％

139億8,281万5千円
（前年比　61.7%増）

歳入 149億1,447万円
（前年比　57.8%増）

3億8,252万3千円
前年度比　1.1%増

74億5,130万5千円
前年度比　159.9%増

4億2,885万6千円
前年度比　15.3%増

3億9,992万円
前年度比　16.4%増

1億3,130万6千円
前年度比　0%

6,803万6千円
前年度比　0.9%増

2,659万1千円
前年度比　98.4%増

15億2,511万円
前年度比　5.1%減
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いつかためになる

法 律 知 識

弁護士　井上　航井上　航

原発賠償に関して知っておきたい大事なポイントの解説と、
日々の生活で問題が起きた際に迷わず対応するための

予備知識をお伝えしていくコーナーです。

Vol.13
遺言書の準備
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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浪江町タブレット操作体験会のご案内

平成 26年11月30日（日）
午前９時～午後５時

東京と二本松にて、
タブレット体験会を開催します！
　タブレットを使ったことがない、タブレットで何ができるのかわからない、浪江町
タブレットって他のタブレットと何が違うの？そんな疑問にお答えします。

　東京・二本松の体験会にご参加いただいた方の中から、モニターを募集します。モニター
には、試作段階のアプリを使っていただき、ご意見・ご感想をインタビューさせていただ
きます。ご希望の方は、詳細を会場にてお知らせしますのでスタッフにお声がけください。

　東京・二本松の体験会にご参加いただいた方の中から、モニターを募集します。モニター
には、試作段階のアプリを使っていただき、ご意見・ご感想をインタビューさせていただ
きます。ご希望の方は、詳細を会場にてお知らせしますのでスタッフにお声がけください。

タブレット
先行配布の
ご案内

● ● ● ●● ● ● ●東 京 会 場

● ● ● ● ●● ● ● ● ●二 本 松 会 場

（両会場共通）

日 時

場 所

内 容
タブレットを使っての写真撮影、テレビ電話、楽器演奏
などを体験できるほか、開発中の浪江町アプリを実際に
触っていただけます。また、シニア世代のパソコンやタ
ブレットの楽しい活用法についての講演もあります。ど
うぞご参加ください。

二本松駅前の二本松市市民交流センターとその周辺地域

平成 26年11月29日（土）
午後1時～午後4時

日 時

場 所

講 演

東京国際フォーラム  http://www.t-i-forum.co.jp/
（東京駅から徒歩 5分、有楽町駅から徒歩 1分）

▲ふたばワールドでのタブレット体験の様子

▲表計算ソフト「エクセル」をつかって描いた
　作品。小さなマスを塗り分けることで全体
　が一つの絵になっている。

プロフィール
マーチャンこと若宮正子は、現在 79 歳。定年退職後
に母の介護をしながらパソコンと旅を楽しむ。
1999年にシニア世代のサイト「メロウ倶楽部」を立
ち上げた。高齢者向けパソコン活用術として10年前
に考案した「エクセルでアートを」は、若い世代から
も支持を得ている。デジタルで創造する喜びを世界
に伝えながら、本人も存分に楽しんでいる。

首都圏
交流会
にて

十日市祭
会場にて
※日曜日のみ
　出展予定です

..........................................................................................

..........................................................................................

..........................................................................................

若宮正子さん
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浪江町タブレット端末の
申込受付を開始します

避難先１住所につき１台配布です。ご家族が別々の避難先で生活している場合、それぞれ申し込む
ことができます。同じ住所に複数世帯が同居されている場合、配布は1台となります。

平成27年 1月から3月まで順次配布いたします。

11月上旬より、避難先各世帯に浪江町タブレット申込みに関する書類一式の封書をお送りします。
同封されている「浪江町タブレット端末借受申込書」およびアンケート用紙に必要事項
をご記入の上、返信用封筒にてご返送ください。

申込期限：平成26年12月8日（月）
※電話・FAX・メールでは受付できませんのでご注意ください。
※上記期限を過ぎても申込みはできますが、配布時期が遅くなりますのでご了承ください。

申込書に「よくある質問と答え」を同封します。浪江町ホームページでも以下の URL からご覧い
ただけます。あわせてご覧ください。
http://www.town.namie.fukushima.jp/soshiki/2/201405tablet.html

　浪江町では、町民の皆さんのきずなの維持を図り、町からの情報提供をより充実させるため
タブレット端末を配布します。皆さんから、たくさんのアイデアをいただき、これまでタブレッ
トに触れたことのない方でも親しんでいただけるよう工夫しています。ぜひお申し込みください。

　復興推進課 情報統計係　　0243（62）4731　　0243（22）4218

※画面はイメージです。　※機能について詳しくは広報なみえ10月号（P.16）をご覧ください。

●町からのお知らせ（行政情報・災害情報）の配信
●福島県内ニュースの閲覧
　（毎日福島県内のニュースが見られます！）
●浪江町関連イベント情報の閲覧・配信
●放射線情報の閲覧
　（モニタリングポストよりも詳細な情報を提供予定）
●ガイド機能
●写真スライドショー機能

主な機能

申込方法

配布時期

よくある
質問と答え

タブレット
配布対象

　東京・二本松の体験会にご参加いただいた方の中から、モニターを募集します。モニター
には、試作段階のアプリを使っていただき、ご意見・ご感想をインタビューさせていただ
きます。ご希望の方は、詳細を会場にてお知らせしますのでスタッフにお声がけください。

タブレットに触ったことがない方や、申込む前に浪江町のタブレットを体験した
いという方は、是非タブレット体験会にご参加ください。詳しくは、次ページ参照。

● ● ● ●

● ● ● ● ●

�������������������



模索しながら前に進もうとしている。／まだまだ不透明な状況。町民の皆さんの心
情。／住民も行政も将来の生活設計および行政運営が混迷している状況。

復興を信じて、持ちこたえてほしい。／避難先での生活に静かに耐えている状態。

一歩一歩ふるさと再生に向け動いている。

未だ不確定なことが多いが未来がある。

人力で船の推進力を得るように、浪江町住民、私たち職員を含めた「人間力」で浪江町の未来へ向か
う推進力を得る。 

町民や職員の皆さんの町内や新たな土地での活動が、少しずつ目に見えるようになってきた。 

いまの浪江を漢字一文字で表すと？

応援職員一同、浪江町の復興を願う気持ちはひとつです。
ともに一歩ずつ前進しましょう！

迷
耐

課題山積。チャレンジし甲斐がある。／未踏峰への挑戦。挑
動
芽
櫂

未
混乱、混沌、避難先住民と混じっての生活。混
復旧・復興のビジョン、予定はあるにせよ、現在は未だ漂い状態の感。漂
未来が見えない。見えているとしてもその暗い状況を正視できずに目を瞑っている状態。瞑

その土地の良さを生かし、外に向かって閉じることなく自律・自立し、真の自由を
手に入れた共同体になっていてほしい。／町として自立していて欲しい。
少しでも安心して暮らせる街になってほしい。／安らぎや安心、安定した生活が
戻ってほしい。
様々な場面で、和んでいてほしいと願う。／それぞれが置かれている状況は違え
ども、ポジティブに、手を取り合って浪江町の心を継承していってほしい。

まちの再生、人々の再会、再生エネルギーの振興。
町内や新たな土地での皆さんの活動が成果として実を結んで欲しいと思う。
よく事をなし、自然に親しみ、争いもなく穏やかな暮らしを続けることができる浪江町であってほしい 。
皆さんの素敵な笑顔にお目にかかりたい。
過去と全く同じ浪江町はもう無理かもしれないが、新しい魅力ある町になっていてほしい。
地に足がついて、コンパクトながら新しい町が歩み出す。
住民も行政も現在の混迷状態を脱却し、落着き晴 と々した日常を送ってほしい。
浪江に限らず双葉郡全体で。風の導くままの自然な姿になるだろう。それが素晴らしい風であらんことを。
美しい浪江町を再生させ、みなが活き活き魅力ある浪江町へ。　
活気にあふれる町であってほしい。
新しい浪江町が活気づき、前に進んでいることを実感できている。

10年後「こうあってほしい」浪江町を漢字一文字で表すと？

自
安
和
再

実
佳
笑
新
歩
晴
風
魅
活
前

応援職員
に聞く

����

浪江町役場では現在、本庁舎・二本松事務所あわせて約
160名の正職員・約100名の臨時職員とともに、日本各地
から派遣された22名の応援職員が専門的な任務を帯びて
働いています。出身地も派遣元も派遣期間も様々ですが、み
な浪江の復旧・復興に力を添えられるよう日々努めていま
す。そんな応援職員の目で見た浪江／福島について、聞いて
みました。　　　　※データは９月30日現在です。

な・み・え

応援職員のプロフィール

タイムスリップして、震災前の浪江に
行かれるとしたら、やってみたいことは？

★災害から３年以上経過しても、このような現状。原子力
　災害の物凄さを痛感する。（復興庁）
★全町民避難という異常な現実の中での行政運営の混
　迷および困難を、ひしひしと感じる。（他県自治体）
★役場職員も被災者なのに、おくびにも出さず、明るく仕
　事に励んでいる姿に感動した。（復興庁）
★役場職員と町民との距離が近いと感じる。町民の声に
　しっかり耳を傾け、応えていきたいと思う。（国）
★先の見えない中でも前向きに生き抜こうとする住民お
　よび職員の逞しさを感じる。（他県自治体）
★職員の皆さんの明るさ。あいさつや声かけなど、庁舎全
　体が活気にあふれているなと感じた。（他県自治体）
★普段から防災訓練や防災マップ作り等に対する意識が
　低かったと聞いて驚いた。（復興庁）
★係も、町も、組織としての意思決定方法が不明確だと感
　じる。　（他県自治体） 

浪江町役場で仕事を始めて、感じた
こと・驚いたことは？ 　※（　）内は派遣元

派遣元

出身地

福島県の在住経験

  福島県
（任期付・
　民間出身含む）
  4人  復興庁

（任期付・民間
   出身含む）
  7人

復興庁以外の
国の機関
2人

他県の自治体
 7人

東北
6人

ある
5人

ない
17人

関東・甲信越
11人

中部・近畿
2人

中国・四国
2人

九州1人
知っていた
2人

知らなかった
15人

応援職員
に聞く

応援職員
に聞く

福島県在住経験なしの人のみ

震災前に浪江町を
知っていましたか？

食べる

自　然

浪江焼そばの食べ歩き！

請戸川の鮭の遡上を見たい！

ハイキング、釣り、キャンプ等を
　　　　　　　存分に楽しみたい！

皆さんと浪江町で
　　　　　朝まで宴会したい！

請戸の新鮮な刺身を食べてみたい！

鈴木酒造で搾りたての壽を飲みたい。
美味しい海鮮物をいただきたい。

大室屋で甘口ラーメンを食べたい。

サーフィン、川下り、花見。

川遊び、アユ釣りや山菜採り。
高瀬川渓谷の紅葉鑑賞。浪江町の自然を満喫できる、

�������������������



皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

地域の安心安全を守るため、多年にわたり防犯活動に尽力

された功績が讃えられ、９月25日、浪江地区防犯指導隊に対

し、警察庁長官と全国防犯協会連合会会長より、感謝状と

「防犯功労団体表彰」の記念の盾が贈られました。

君島勝見指導隊長らは、９月29日に役場二本松事務所、９

月30日に双葉警察署、10月２日に葛尾村役場、双葉町役場、

二本松警察署、10月６日には福島県警本部を訪れ、受賞報告

を行いました。

10月５日、二本松市内の浪江中学校グラウンドで、浪江町

消防団の秋季検閲式が行われました。東日本大震災後初めて

屋外での検閲式となったこの日は、曇り空の肌寒い一日とな

りましたが、全国の避難先から全６分団115名の団員が集合

し、閲団・分列行進に臨みました。検閲式では、功績章９

名、精勤章23名の表彰が行われたほか、町長からは、毎週持

ち回りで町内のパトロールを行っている消防団員に対し、ね

ぎらいと激励の言葉が贈られました。

第９回「ご当地グルメでまちおこしの祭典！Ｂ－１グランプリin郡山～東
北・福島応援特別大会～」が、10月18日・19日に郡山市内で開かれ、45万
人超の人出でにぎわいました。
Ｂ－１グランプリは、全国のまちおこし団体の協議会である「愛Ｂリー

グ」加盟団体が出展するイベントで、前回の第
８回Ｂ－１グランプリin豊川では、浪江町の『浪
江焼麺太国』が念願のゴールドグランプリを受賞
しました。本来は、同リーグ加盟団体の地元でし
か開催できない大会ですが、浪江町は避難指示区
域内であるため、今年は東日本大震災からの復興
を目指す特別大会との位置づけで、郡山市と浪江
町とで実行委員会を立ち上げ、郡山市内で開催し
たものです。
浪江町は、大震災後に全国から頂いたご支援
に感謝の気持ちを込め、ご恩返しとおもてなし
の心でご来場の皆さまをお迎えしました。

開会式で、昨年のゴールドグランプリ開会式で、昨年のゴールドグランプリ
浪江焼麺太国より「金の箸」返還浪江焼麺太国より「金の箸」返還
開会式で、昨年のゴールドグランプリ
浪江焼麺太国より「金の箸」返還

会場の仮設トイレに設置する「花飾り」を、会場の仮設トイレに設置する「花飾り」を、
浪江町民のみなさんが感謝の気持ちをこめて手作りしました。浪江町民のみなさんが感謝の気持ちをこめて手作りしました。
会場の仮設トイレに設置する「花飾り」を、
浪江町民のみなさんが感謝の気持ちをこめて手作りしました。

����

ニュースレター
「つなぎてくん」

の発行

ニュースレター
「つなぎてくん」

の発行

ブログでの
情報発信
ブログでの
情報発信 石

井
大
内

亀
田

井
戸
川
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浪江町
復興支援員通信

個別訪問の状況

　浪江町は、町で委嘱した【浪江町復興支援員】計 30 名を全国 10
府県に配置し、全国に避難している浪江町民の想いに寄り添った形の
サポート活動を行っています。
　復興支援員は町民一人ひとりと向き合い、不安や悩み、浪江町への
想いなどに耳を傾け、一人ひとりの暮らしの再建に向け『どこに住ん
でいても浪江町民』を合言葉に、活動しています。
　今回は、千葉県駐在の浪江町復興支援員【担当エリア：千葉県、東
京都の一部】の活動状況を紹介します。

訪問して伺った話の内容（一部）
●住宅の今後が心配（今いるとこ  
　ろにいつまで住めるか？）
●住宅を探している
●浪江の人が傍にいないですか？
●特殊な賠償のケースで困っている
●住宅購入の補助は？

　生活支援課 避難生活支援係　　0243（62）0305

千葉県駐在編

月 訪問件数 訪 問 地 区
７月 14件 千葉県（成田・千葉・印西・船橋・南房総市）

8月 22件 千葉県（浦安・千葉・木更津・佐倉）東京都（江戸川区）
9月 13件 千葉県（銚子・柏・我孫子・流山市）東京都（江戸川・墨田区）

10月 ー 件 東京都（葛飾・台東・荒川区）※予定

11月 ー 件 東京都（葛飾・台東・荒川区）※予定

交流会開催状況

交流会
の様子

情報発信

ニュースレター
「つなぎてくん」

の発行

ニュースレター
「つなぎてくん」

の発行

ニュースレター
「つなぎてくん」

の発行

ブログでの
情報発信
ブログでの
情報発信
ブログでの
情報発信

月 交 流 会 名
７月 大堀相馬焼体験交流会

9月 大堀相馬焼完成作品鑑賞交流会
9月 男はつらいヨ交流会

9月 ご近所ですよ～交流会

10月 浪江町杯パークゴルフ交流会　※予定

ブログ  http://blog.canpan.info/namiesienchiba/
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９月８日、福島市内にある笹谷東部仮設住宅の自治会で、
講師に川崎之子さん（福島市在住）をお迎えして葉書サイズ
のパステルアートに挑戦しました。
今回作成した作品は支援団体「ラブフォーニッポン」を通
じて、甚大な土砂災害に見舞われた広島市を勇気づけたいと
いう想いと、これまでご支援いただいた感謝の気持ちを込め
て贈ります。

「浪江町長杯ソフトボール大会」は９月27日、本宮市の白
沢運動場で開催され、町民120名９チームが参加しました。
心地よい秋空の下、全国に避難している町民同士久しぶりの
再会もあり、ソフトボールを通して交流を深めました。

★優　勝　ＳＳＢ　　　☆準優勝　クララーズ
☆第３位　川添クラブ　☆第３位　オールジャック ★優　勝　チーム幾世橋　　☆準優勝　POWER’S

浪江町長杯ソフトボール大会

「浪江町長杯ゲートボール大会」は９月30日、二本松
市の郭内屋内ゲートボール場で開催され、町民25名が参
加しました（今年は６月に続いて２回目の開催）。今回
も町長杯終了後に参加者の交流大会も開催され、ゲート
ボールを通して絆を深めました。

浪江町長杯ゲートボール大会

「浪江町長杯家庭婦人バレーボール大会」は10月11日、本
宮市の白沢体育館で開催され、町民56名５チームが参加し、
白熱した試合に体育館内は熱気と声援で大いに盛り上がりま
した。昼食には浪江焼そばが振る舞われ、大会終了後は場所
を岳温泉に移し、１泊で参加者同士の交流会も開かれました。

★優　勝　チーム名：サーモン
　　　　　　小山公明、今野昭三、遠藤千恵子、
　　　　　　遠藤忠明、渡部　悟

☆準優勝　チーム名：サクラ
　　　　　　青田宗夫、黒田秋子、愛沢　崇、
　　　　　　佐藤経明、髙橋イネ

浪江町長杯家庭婦人バレーボール大会

>

第８回市町村対抗福島県軟式野球大会は９月13日、郡山市
の開成山野球場で開会式があり、計８日にわたり県内３つの
野球場で試合が行われました。浪江町は９月14日、天栄村に
10－０で勝利しましたが、９月20日の２回戦では惜しくも矢
吹町に１－０で敗れました。（優勝は福島市）

����

>

10月６日、成田商工会議所様から、同会
議所で開催した「東日本大震災復興支援
チャリティゴルフ大会」で募った義援金を
いただきました。

10月10日、青森県十和田市立北園小学
校で一昨年12月に行われた、東日本大震災
の犠牲者の鎮魂と復興を願った電飾プロ
ジェクト（北園電飾プロジェクト）で募っ
た義援金を役場二本松事務所へお届けいた
だきました。

８月26日、東北共同乳業㈱様から、本宮
市内の恵向仮設住宅皆さんへヨーグルト
（新製品）が贈られました。ヨーグルトを
食べて健康になって欲しいとの気持ちが込
められています。

９月16日、浪江中学校三回卒 傘寿同期
会様から浪江小・中学校へ教育資金をお届
けいただきました。子どもたちのために有
効に活用させていただきます。

９月26日、岡山県高梁市職員労働組合様
から、役場二本松事務所へ義援金をお届け
いただきました。写真左の河邉一正さん
（高梁市職員）には、震災後本町の応援職
員として一年間ご尽力をいただきました。

９月29日、長野県長野市で美容室を営ん
でいる、㈱りんごの木（代表 島田良）様か
ら、店頭にて募金活動を行い、さらに社員
の皆さんから募った寄附金を役場二本松事
務所へお届けいただきました。

９月28日、川内村の川内小学校で「ふたばワールド」が開

催されました。双葉郡８町村の交流イベントで、昨年14年ぶ

りに復活したものです。晴天に恵まれた日曜日、避難先から

の乗り合いバスも運行され、会場は多くの人でにぎわいまし

た。浪江町は「ふたば地方なう」のコーナーにブースを構

え、復興の様子の展示や、町民に配布予定のタブレットの操

作体験をしていただきました。ステージでは相馬流山踊り保

存会の皆さんが踊りを披露、また復興商店街には大堀相馬焼

となみえ焼そばも出展しました。

10月５日、千葉県成田市民の有志でつくる「東北復興支援
成田市民号」が、二本松市で活動を再開した、陶芸の杜二本
松工房を訪れました。
成田市の実行委員会から町長に見舞金と成田市の名産品が
贈呈され、町長からは実行委員会と参加市民の皆さんへ、鈴
木酒造店の日本酒を贈りました。
そのほか、大堀相馬焼協同組合理事長と浪江町商工会長が
参加し、成田市観光協会、大本山成田山新勝寺、ＪＲ成田駅
長の皆さんと名産品の交換を行って交流を深めました。
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
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町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します
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■
大
切
な
の
は
命
と
人
の
情
け

震
災
当
日
、
家
族
7
人
は
み
な
違

う
場
所
に
い
ま
し
た
が
、
奇
跡
的
に

全
員
が
無
事
で
し
た
。
私
と
妻
は
、

地
震
の
あ
と
一
度
自
宅
に
戻
り
、
テ

レ
ビ
で
津
波
警
報
を
知
っ
た
の
で
す
。

到
達
ま
で
あ
と
10
分
。「
逃
げ
ろ
！
」

と
叫
び
ま
し
た
。
別
の
場
所
に
い
た

息
子
は
、
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
で
津
波
が

追
い
か
け
て
く
る
の
を
見
な
が
ら
必

死
で
逃
げ
、
間
一
髪
で
山
の
斜
面
を

よ
じ
登
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
経
験
を
経
て
思
う
こ
と

は
、
ま
ず
一
番
大
事
な
の
は
命
。
そ

し
て
次
に
大
切
な
の
は
、
人
情
で

す
。
そ
の
後
の
生
活
で
は
、
本
当
に

人
の
情
け
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

震
災
の
翌
日
、
私
た
ち
は
会
津
に

向
か
い
ま
し
た
。
息
子
の
大
学
時
代

の
同
級
生
が
会
津
に
い
て
、
呼
び
寄

せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
避
難
所
で
朝

一
杯
の
粥
だ
け
飲
み
、
70
キ
ロ
の
道

の
り
を
自
分
で
運
転
し
て
い
っ
た
の

で
す
が
、
到
着
後
は
疲
労
困
憊
で
倒

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
救
急
車
で
搬

送
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
事
な
き
を

得
ま
し
た
。

会
津
で
は
、
そ
の
ご
一
家
に
大
変

よ
く
し
て
い
た
だ
き
、
3
週
間
ほ
ど

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
3
月
末
に

東
京
に
住
む
娘
が
迎
え
に
来
て
く
れ

て
、
そ
こ
か
ら
2
年
ほ
ど
、
東
京
都

江
戸
川
区
の
住
民
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
老
人
会
に
入
っ
て
、
旅
行
に

い
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
知
り
合
っ
た

方
に
手
作
り
の
仏
像
を
い
た
だ
き
、

そ
の
話
が
新
聞
に
大
き
く
載
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
私
は

自
作
の
紙
芝
居
で
子
供
た
ち
に
昔
話

を
き
か
せ
た
り
、
も
ち
ろ
ん
大
震
災

の
話
も
し
ま
し
た
。
昨
年
2
月
に
東

京
を
去
る
と
き
は
、
送
別
会
ま
で
開

い
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

■
戻
ら
な
い
、
で
も
つ
な
が
っ
て
い

た
い

今
の
い
わ
き
で
の
暮
ら
し
は
幸
せ

で
す
。
浪
江
に
は
帰
る
家
が
な
い
し
、

あ
の
一
帯
は
も
う
人
が
住
め
な
い
場

所
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
戻
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
骨
を
埋
め

る
の
は
、
や
は
り
故
郷
の
浪
江
な
ん

で
す
。
だ
か
ら
大
平
山
に
新
し
く
で

き
る
共
同
墓
地
に
、
墓
を
作
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
墓
碑
銘
は
「
あ
り
が

と
う
」。
お
参
り
に
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
、
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
、
そ
の
二
つ
の
気
持
ち
が
合
わ
さ

る
場
所
に
な
る
よ
う
に
。
そ
し
て
裏

面
に
は
、
子
孫
の
た
め
の
記
録
と
し

て
東
日
本
大
震
災
で
中
浜
の
家
屋
が

流
出
し
た
こ
と
を
記
し
、「
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
二
度
と
な
い
よ
う
に
。
合

掌
」
と
刻
印
し
ま
し
た
。

私
は
若
い
こ
ろ
か
ら
山
登
り
が
趣

味
で
、
76
才
の
と
き
富
士
山
登
頂
も

果
た
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
足
腰
は

丈
夫
な
は
ず
で
す
が
、
東
京
に
引
っ

越
し
た
こ
ろ
、
ど
う
に
も
足
が
震
え

て
歩
け
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
で
も
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
死
ん

で
た
ま
る
か
」
と
気
持
ち
を
奮
い
立

た
せ
、
50
歩
か
ら
始
め
て
最
後
は
7
、

0
0
0
歩
ま
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

医
者
に
言
わ
れ
た
の
は
、「
気
持
ち

を
お
だ
や
か
に
持
ち
な
さ
い
」
と
い

う
こ
と
。
今
で
も
浪
江
の
夢
を
見
ま

す
し
、
東
電
へ
の
怒
り
は
も
ち
ろ
ん

あ
り
ま
す
。
で
も
起
き
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。「
前
を

向
い
て
生
き
る
」
。
こ
れ
に
尽
き
ま

す
。
私
の
人
生
に
悔
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▲仲睦まじい畑中さんご夫婦です

浪江に生まれ育って80年。畑中さんは人生で二度、家をなくされました。一度目は
先の大戦での空襲。そして東日本大震災。息子さん夫婦と３人のお孫さんに囲まれ、幸
せな暮らしを送っていた中浜の自宅は、津波にさらわれました。一度はバラバラになっ
たご一家ですが、現在はいわき市に新築されたご自宅で、再び皆さん一緒に平穏な暮ら
しを取り戻しておられます。

畑中　武さん・ヤイさん（中浜）
取材者：浪江町役場　舛田・中川
取材日：10月２日

今も浪江の夢を見る。でも前を向いて生きよう。
福島県

����

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

「浪江のこころ通信／第41号」への
感想をお寄せください。

● 第41号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から３年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

�������������������



▲ご自身で織った「裂織」
作品と一緒に

再取材シリーズ

■
今
も
続
け
て
い
る
「
琉
球
か
す
り
」

織
り

沖
縄
に
来
て
習
い
始
め
た
「
琉
球

か
す
り
」
織
り
は
、
今
も
通
っ
て
織
っ

て
い
ま
す
。
通
常
、
織
り
の
研
修
後
は

工
房
に
入
り
ま
す
が
、
い
つ
福
島
に
帰

る
か
わ
か
ら
な
い
私
の
立
場
を
理
解
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
琉
球
絣
事
業
協
同

組
合
の
理
事
長
に
「
帰
り
た
か
っ
た
ら

い
つ
で
も
言
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
か
ら

ね
」
と
言
っ
て
も
ら
い
、
組
合
に
席
を

お
い
て
織
り
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
織
り
を
習
い
始
め
た
頃
は
、
一

日
、
織
り
機
の
前
に
座
る
の
も
辛
く
、

か
す
り
の
模
様
が
合
わ
な
か
っ
た
り
な

ど
大
変
で
し
た
が
、
や
め
た
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
反
織
り
が
で
き

上
が
っ
た
時
に
は
感
激
し
て
涙
が
出
ま

し
た
。
昨
年
、
二
本
松
市
で
開
催
さ
れ

た
「
復
興
な
み
え
町
十
日
市
祭
」
で
も

「
琉
球
か
す
り
」
を
出
展
し
、
み
な
さ

ん
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
琉
球

か
す
り
」
は
薄
く
て
軽
く
、
模
様
が
き

れ
い
で
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。
今

後
は
、
織
る
技
術
が
難
し
い
「
南
風
原

花
織
」
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い

で
す
。

■
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
は
消
え

な
い

今
は
、
福
島
県
に
帰
り
た
い
気
持

ち
が
強
い
で
す
。
友
達
が
恋
し
い
。
で

も
福
島
県
の
ど
こ
に
帰
る
の
か
？
福
島

県
内
で
住
む
場
所
を
探
し
た
と
し
て

も
、
ご
近
所
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
だ

ろ
う
し
…
そ
ん
な
不
安
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
に
は
娘
夫
婦
、
孫
も
い
ま

す
。
福
島
に
帰
る
と
会
え
な
く
な
る
の

で
、
そ
れ
は
さ
み
し
い
。
帰
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
…
。

浪
江
に
戻
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

毎
日
「
ど
こ
に
い
く
？
ど
う
す
る
？
」

と
同
じ
よ
う
な
話
を
し
て
い
ま
す
。
結

論
が
で
な
い
の
は
「
も
う
少
し
辛
抱
し

ろ
」「
も
う
ち
ょ
っ
と
が
ん
ば
れ
」
と

い
う
神
様
の
言
葉
な
の
か
な
と
勝
手
に

思
っ
た
り
も
し
ま
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
は
消
え
ま

せ
ん
。

■
今
は
夢
の
途
中

沖
縄
の
生
活
は
幸
せ
で
、
特
に
不

平
不
満
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ

ど
、
望
郷
の
念
だ
け
は
ど
う
に
も
な
り

ま
せ
ん
。
悶
々
と
し
た
気
持
ち
は
あ
り

ま
す
が
、
「
琉
球
か
す
り
」
織
り
を

や
っ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
悩
み
か
ら

解
放
さ
れ
ま
す
。
い
つ
か
は
、
福
島
に

戻
っ
て
「
琉
球
か
す
り
」
織
り
を
続
け

た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。
誰
に
頼

ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、「
琉

球
か
す
り
」
織
り
を
や
っ
て
い
く
の
は

私
の
使
命
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
福
島

県
内
に
家
を
建
て
て
機
織
り
し
な
が

ら
、
「
琉
球
か
す
り
」
を
広
め
て
い

き
、
ま
た
沖
縄
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
い

い
も
の
を
伝
え
た
い
で
す
。
今
は
夢
の

途
中
。
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

八幡万里子さん（室原）
取材者：ＮＰＯ法人まちなか研究所わくわく　宮道・下地
取材日：10月１日

夢は福島に戻って「琉球かすり」を
広めること

2011年３月末にご夫婦で沖縄に避難された万里子さ
ん。避難してすぐに出会った沖縄の織物である「琉球かす
り」織りを、現在も続けていらっしゃいます。「沖縄には
娘夫婦もいて、かすり織りができて生活に不満はないけれ
ど、ふるさと浪江への思いは消えません。気持ちは悶々と
しています」と話します。

沖縄県

▲万里子さんが今後チャレンジ
　したい「南風原花織」

����

▲庭先から一望できる金鶏山

■
懐
か
し
い
浪
江

良
美
さ
ん
　
平
泉
へ
来
た
の
は
、
震

災
が
あ
っ
て
３
日
か
４
日
後
で
し

た
。
地
震
の
後
に
家
の
片
付
け
を
し

て
い
る
と
、
原
発
の
こ
と
で
無
線
連

絡
が
あ
り
、
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
逃

げ
て
く
れ
っ
て
。
そ
の
頃
私
は
腰
が

悪
か
っ
た
の
で
、
床
に
座
れ
る
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
避
難
所

に
行
っ
て
も
迷
惑
か
を
か
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
実
家
に
連
絡
を
と

り
、
こ
ち
ら
に
来
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
実
家
で
も
心
配
し
て
い
た
の

で
、
顔
を
見
ら
れ
て
安
心
し
た
よ
う

で
し
た
。
今
で
は
文
句
を
言
い
合
い

な
が
ら
も
、
近
く
に
い
る
あ
り
が
た

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
眺
め
が

よ
く
、
毎
日
自
然
の
移
り
変
わ
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
朝
は
北
上
川
か

ら
雲
が
か
か
っ
て
山
が
浮
か
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
、
夜
空
も
綺
麗
で

す
。
そ
う
、
ち
ょ
う
ど
皆
既
月
食
も

見
ま
し
た
よ
。
主
人
が
カ
メ
ラ
で

撮
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
は
前
沢
の
花

火
、
お
盆
に
は
金
鶏
山
の
大
文
字
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
紅
葉
も
楽
し
め

ま
す
ね
。
冬
は
金
鶏
山
や
手
前
の
田

ん
ぼ
の
雪
景
色
も
と
っ
て
も
綺
麗

で
、
景
色
が
ほ
ん
と
に
変
わ
り
ま

す
。
風
も
入
っ
て
気
持
ち
が
い
い
の

で
す
が
、
夏
、
蝉
の
声
が
う
る
さ
す

ぎ
る
の
が
難
点
か
し
ら
ね（
笑
）。

こ
ち
ら
に
来
た
頃
は
言
葉
も
た
ど

た
ど
し
く
、
よ
そ
行
き
の
言
葉
を

使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
だ
い

ぶ
こ
ち
ら
の
生
活
に
慣
れ
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
平
泉
に
い
っ
ぱ
い
来
て

く
だ
さ
い
！
」
っ
て
、
観
光
客
を
迎

え
る
側
の
気
持
ち
で
、
も
う
地
元
の

気
分
で
い
ま
す
。

町
か
ら
の
通
信
を
見
た
り
、
テ
レ

ビ
に
出
て
い
る
町
長
さ
ん
を
見
た
り

す
る
と
、
懐
か
し
い
な
と
思
い
ま
す

ね
。
「
浪
江
」
っ
て
聞
く
と
耳
が
ピ

ピ
ッ
と
反
応
し
ま
す
ね
。

■
い
ま
は
こ
こ
で
、
の
ん
び
り
と

悦
夫
さ
ん
　
そ
も
そ
も
浪
江
で
暮
ら

す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
仕
事
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
盛
岡
の
警
備
会
社
に

勤
め
て
、
そ
の
現
場
が
福
島
原
発
で

し
た
。
最
初
は
大
熊
で
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
が
、
４
、
５
年
経
っ
て
浪
江

に
越
し
て
お
世
話
に
な
る
よ
う
に
な

り
、
家
を
構
え
ま
し
た
。
や
っ
と
家

も
支
払
い
が
終
わ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
ん
び
り
し
よ
う
と
い
う
矢
先
に
、

あ
ん
な
こ
と
に
な
っ
ち
ま
っ
て
ね
。

震
災
の
時
は
、
別
の
会
社
に
勤
め

て
い
た
の
で
相
馬
で
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
私
は
津
島
の
避
難
所
に
一

晩
い
て
、
翌
朝
家
に
帰
っ
て
き
た

ら
、
お
っ
か
ぁ
が
帰
っ
て
い
た
ん
で

す
。
大
熊
の
務
め
先
か
ら
６
時
間
か

け
て
、
家
に
戻
っ
た
そ
う
で
す
。
ど

こ
に
行
っ
た
の
か
心
配
で
、
会
え
る

ま
で
は
不
安
で
し
た
ね
。

そ
の
後
車
で
平
泉
に
避
難
し
て
、

今
に
至
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
車
で

５
、
６
分
位
の
と
こ
ろ
に
実
家
が
あ

る
の
で
、
今
で
は
よ
く
行
き
来
し
て

み
ん
な
で
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
温
泉
が
あ
っ
て
い

い
で
す
ね
。

▲「ここまできたら長生きしないとね」という良
美さんのとなりで、にっこり微笑む悦夫さん。

実家のある平泉で暮しはじめて３年７か月。「今年ぐらいから
やっと落ち着いてきた感じがする」と時間の経過とともに変化
してきたお気持ちをふりかえり、ご家族やご近所の方とのお付
き合いを大切にしながら、またその存在のありがたさを実感す
る日々。目の前には金鶏山、その麓に広がる四季折々の表情に
癒されて、お二人とも楽しみながら暮らしておられます。

鈴木　悦夫さん・良美さん（田尻）
取材者：コミュニティ・ワークス　青木
取材日：10月９日

四季の移ろいを楽しみながら、
元気で長生き！

岩手県
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●高畠町ソフトボール協会
　会長　高橋英助さん、副会長　菅野康雄さん
高畠町の協会としては、参加していただくのが当
たり前のようになっており、「今年も来ていただき
ありがとうございます」という気持ちです。浪江
チームは、動きも速いし元気もいい！この日だけで
も一日楽しんでいただきたいと思っています。これ
からも交流していきたいですね。また来年も会いま
しょう。待っています。

●やきとり大吉高畠店　店長　伊藤健彦さん
Welcome.まほろばの里・高畠町へ、ようこそ。
４年連続、高畠町ソフトボール大会にご参加頂

き、誠に有難うございます。今年も、皆さんの元気
な姿を拝見し、ほっとしているところです。充分な
練習時間もとれないなか、松﨑代表を中心とした
チームとしてのポテンシャルの高さと、久しぶりに
会った友人のように気さくに接してくださる皆さん
の人間としての魅力を毎回毎回、優しく感じており
ます。ユニホームを新調されドレスアップされた
『新生・浪江大吉SSBチーム』を、来年も心よりお
待ち申し上げます。

●山形県議会議員（総合体育大会副実行委員長）
　島津良平さん
全国に散らばった方々が集まり、高畠で試合して
いただけるということは私たちも大変嬉しいことで
す。町長杯も復活したということで、高畠の大会が
活気を取り戻すきっかけになったのならと思ってい
ます。今年は交流のために芋煮会も行います。これ
からも町としてできることをしていきたいと思いま
す。また来年も元気にお会いしたいですね。

●浪江町復興支援員山形駐在　
　佐藤眞敏さん、小松原慶子さん、渡邊健太さん
ソフトボール競技は浪江町を挙げて盛んなスポー
ツで、歴史があります。チームの皆さん鍛えられて
おり、これまで練習してきた成果がわかりました。
個々のプレーがどのチームよりも勝っているし、活
気がある素晴らしいチームでした！

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

やきとり大吉
高畠店
店長 伊藤さん

左から、
高畠町ソフトボール協会会長 高橋さん、
山形県議会議員 島津さん、
副会長 菅野さん

浪江町復興支援員山形駐在
小松原さん、佐藤さん、
渡邊さん

と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
は

毎
日
を
精
一
杯
に
過
ご
す
と
い
う
こ

と
が
今
で
き
る
こ
と
で
す
ね
。
あ
と

は
、
毎
年
こ
の
大
会
に
出
さ
せ
て
も

ら
い
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
て
、
何

か
高
畠
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
し
な

き
ゃ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊
谷
　
正
直
な
と
こ
ろ
を
言
う
と
、

ま
だ
そ
こ
ま
で
は
考
え
ら
れ
て
な
い

状
況
で
す
ね
。
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば

戻
り
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
。
こ
の
時
期
は
津
島

の
紅
葉
は
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
見
た
い

で
す
ね
。

メ
ン
バ
ー
は
家
族
の
よ
う
に
、
も

う
近
く
に
い
る
の
が
当
た
り
前
の
よ

う
な
存
在
で
す
。
こ
う
し
て
毎
年
集

ま
れ
る
と
い
う
の
は
嬉
し
い
し
、
こ

う
し
た
機
会
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

木
幡
　
就
職
と
同
時
に
南
相
馬
市
に

出
ま
し
た
。
実
家
は
津
島
な
の
で
す

が
、
今
も
線
量
が
高
く
て
入
れ
な
い

場
所
で
す
。
悔
し
い
気
持
ち
は
あ
り

ま
す
。
熊
谷
君
と
は
高
校
の
同
級
生

で
、
近
く
の
熊
谷
君
の
家
に
よ
く
遊

び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
か
ま

た
皆
で
浪
江
町
で
飲
み
た
い
で
す

ね
。
皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て
今

過
ご
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
前

向
き
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
し
か
言

え
な
い
で
す
。
ぜ
ひ
ま
た
皆
さ
ん
と

浪
江
町
で
試
合
を
し
た
い
で
す
！

▲今年は惜しくも準優勝 ▲声を掛けマウンドへ
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◆
チ
ー
ム
へ
の
想
い
、
こ
の
大
会
へ

の
想
い

冨
沢
　
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
の
は

3
回
目
で
す
。
今
叔
母
が
高
畠
に
暮

ら
し
て
お
り
、
一
時
的
に
祖
母
も
こ

ち
ら
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
代
表

を
や
っ
て
い
る
光
平
や
祖
母
と
、
震

災
後
再
会
し
た
の
も
こ
こ
高
畠
で
し

た
。
こ
う
し
て
身
近
な
人
間
が
お
世

話
に
な
っ
た
所
で
、
こ
う
い
う
機
会

を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
は
大

変
あ
り
が
た
い
話
で
、
な
に
か
縁
が

あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
話

を
す
る
と
震
災
当
時
を
思
い
出
し
ま

す
ね
。
年
に
数
回
で
す
が
、
集
ま
れ

る
の
は
楽
し
い
で
す
よ

ね
。

平
田
　
私
は
毎
年
申
し

訳
な
い
な
と
い
う
か
、

あ
り
が
た
い
な
と
い
う

気
持
ち
で
出
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
中
で
、
ま
さ
か

ま
た
町
村
大
会
が
再
開

で
き
る
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
再
開
し
た

時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す

ね
。
個
人
個
人
で
会
っ

た
り
は
し
て
い
ま
す

が
、
メ
ン
バ
ー
に
会
え

る
の
は
町
村
大
会
と
こ

の
高
畠
大
会
く
ら
い
。
皆
と
会
え
る

こ
と
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
ね
。

木
幡
　
夜
勤
明
け
だ
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
大
会
を
楽
し
み
に
来
ま
し

た
。
今
は
、
南
相
馬
市
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、
ま
だ
お
店
も
再
開
し
て
な

い
で
す
し
、
楽
し
み
が
な
く
息
抜
き

で
き
る
場
も
な
い
の
で
、
こ
う
や
っ

て
皆
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る
こ

と
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
の
で

非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

皆
兄
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
家
族
の

よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。
メ
ン
バ
ー
皆

に
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

熊
谷
　
震
災
当
時
は
ば
ら
ば
ら
に
避

難
し
、
ま
た
皆
と
集
ま
り
試
合
が
で

き
た
時
の
嬉
し
さ
は
半
端
な
か
っ
た

で
す
ね
。
今
日
も
関
東
の
方
か
ら
こ

の
大
会
の
た
め
に
来
て
い
る
メ
ン

バ
ー
も
何
名
か
い
ま
す
。
こ
の
大
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

も
震
災
後
か
ら
の
き
っ
か
け
で
、
こ

う
し
て
ま
た
毎
年
誘
っ
て
い
た
だ
け

る
。
こ
の
場
が
な
け
れ
ば
皆
が
集
ま

れ
る
機
会
は
な
い
の
で
、
本
当
に
高

畠
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
な
が
ら
、

毎
年
、
秋
口
の
こ
の
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
や
進
み
方
に

つ
い
て

冨
沢
　
今
は
仙
台
市
で
仕
事
を
し
て

お
り
、
ひ
と
ま
ず
定
年
ま
で
は
仙
台

で
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
定
年

に
な
っ
た
ら
浪
江
に
帰
り
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
町
も

落
ち
着
く
の
で
は
な
い
か
な
と
は

思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
ま
あ
そ

れ
が
一
つ
の
夢
で
す
ね
。
そ
し
た
ら

ま
た
浪
江
で
ま
た
皆
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
し
た
い
で
す
よ
ね
。

平
田
　
今
は
相
馬
市
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
震
災
後
は
、
群
馬
県
館
林
市

に
い
て
、
昨
年
相
馬
市
に
引
っ
越
し

し
ま
し
た
。
先
の
こ
と
は
ま
だ
わ
か

ら
な
い
の
で
、
ま
だ
決
め
ら
れ
な
い

「ナイスピッチング！」浪江大吉ＳＳＢチームの活気のある掛け声が、今年も山形県高
畠町のグラウンドに響きました。チームの代表・松﨑光平さんらが山形県高畠町に避難
し、やきとり大吉高畠店店長の伊藤さんと出会ったことがきっかけで、高畠町総合体育大
会ソフトボール種目に出場するようになってから４年目です。「震災当時後押ししてくれ
た高畠町の皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです」と、松﨑さんとキャプテンの小桧山さ
んは話してくださいました。今回は出場したメンバーの皆さんにお話を伺ってきました。

冨沢　和正さん（権現堂）・木幡　健一さん（赤宇木）
平田　邦之さん（権現堂）・熊谷　　徹さん（高　瀬）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル　柴田
取材日：10月５日

ありがとう高畠　４年目の感謝を込めて
～つながった絆をこれからも大切にします～

ソフトボールチーム「浪江大吉ＳＳＢ」

山形県

▲お話を伺った皆さん
左から、平田邦之さん、冨沢和正さん、
木幡健一さん、熊谷徹さん

再取材シリーズ
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http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
TEL 0243（62）0123（代表）　 FAX 0243（22）4218発行・編集　福島県浪江町役場復興推進課

資源保護のため広報なみえは再生紙を使用しております
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